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主要
施策
対象

うち
多額
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費対
象

①事務事業の概要
②課題

27年度
決算額
［千円］

28年度
決算額
［千円］

総合評価
①評価の理由
②平成29年度に取組む改革・改善内容

29年度
予算額
［千円］

1 一般 8 4 2
311広域交流拠点の
整備

新鎌ケ谷地区広域交流拠点形成推進に
要する経費

都市計画課 　　

①区画整理事業が完了した新鎌ケ谷地区において、更なる
広域交流拠点機能の集積や地区の賑わいづくりのため、主
に地域の活性化やコミュニティの形成を推進する。

②地区の現状や、まちづくり活動に対する企業や地域住民
の意識が把握できてきた中で、今後ご理解・ご協力を得られ
るよう、シティプロモーション事業等、市内部における他事業
との調整を図る必要がある。

23,204 22,966
6精査・検
証

①魅力ある地域づくりに、地域住民の力は不可欠であり、住
民の意識醸成に合わせた施策展開が必要となるため。ま
た、地区周辺のまちづくりも検討していく必要があるため。

②地域住民のまちづくり活動に対する意識醸成を見据えつ
つ、住民からの提案等の機会を捉えながら、対応を検討す
る。

26,023

2 一般 8 4 2
311広域交流拠点の
整備

新鎌ケ谷駅周辺地区市街地整備促進
事業

都市計画課 ○ ○

①新鎌ケ谷駅周辺地区が、魅力と活気にあふれる中心市街
地として形成されるよう、土地利用の推進や通路の整備等を
行う。

②東京１０号線跡地利用の活用方法について、市の役割に
ついての検討、また駅周辺の回遊性を高めるために鉄道事
業者等との調整が引き続き必要である。

0 8,100 7拡充

①鎌ケ谷市の顔となる同地区については、市街地形成の更
なる促進が必要である。

②平成２８年度の検討業務を受け、検討結果の情報共有を
図るとともに、庁内の横断的な検討体制の構築も含め、引
き続き土地活用に向けた検討業務に取り組む。

0

鎌ケ谷市　事務事業評価表（簡易評価表）


